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7月の休日救急医

14日千手診療所
21日池田医院（本町西）
28日富田医院（神明町）

8月上旬の予定

山口医院（袋町）
大島医院（川原町）

4日

11日

＊次回の広報（孤324）は、町議選の結果を

掲載する都合で、発行日を8月12日にさせ
　ていただきます。
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写
真
は
、
仙
田
保
育
園
の
親
子
運
動

会
の
一
こ
ま
で
す
。

　
運
動
会
は
、
先
月
二
十
二
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の

雨
降
り
と
な
っ
て
し
ま
い
、
仙
田
小
学

校
の
体
育
館
に
会
場
を
移
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
午
前
九
時
の
入
場
行
進
で
始
ま
っ
た

運
動
会
は
、
紅
白
玉
入
れ
、
親
子
リ
レ

ー
、
綱
引
き
、
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
と

た
く
さ
ん
の
種
目
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
に
ぎ
や
か
で
、
思
わ
ず
こ
ぶ
し

に
力
が
入
り
ま
す
。
最
後
の
種
目
の
親

子
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
終
わ
っ
た
の
は
、

午
前
十
一
時
を
ち
ょ
つ
と
過
ぎ
た
こ
ろ

で
し
た
。

　
み
ん
な
が
が
ん
ば
っ
た
運
動
会
は
、

楽
し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
残
る
と
い

い
で
す
ね
…
…
。
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第
四
回
町
議
会
定
例
会
が
、
六
月
二
十
五
日

か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
A
，
回
は
、
六
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
町
政

に
対
す
る
一
般
質
問
の
模
様
と
、
二
十
六
日
に

審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
条
例
の
一

部
改
正
や
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
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特
◆
登
坂

一
工
事
の
残
り
の
分
は

茂
議
員

①
国
道
4
0
4
号
線
岩
瀬
地
内
特
殊

　
改
良
第
一
種
工
事
完
了
に
つ
い
て

　
岩
瀬
地
内
の
道
路
改
良
工
事
が
始

ま
っ
て
七
年
目
、
本
年
度
四
百
八
十

メ
ー
ト
ル
地
点
で
特
一
工
事
完
了
と

の
こ
と
だ
が
、
残
る
百
二
十
メ
ー
ト

ル
に
つ
い
て
、
今
後
い
か
な
る
計
画

が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

②
国
道
4
0
4
号
線
大
貝
－
岩
瀬
問

　
の
新
規
計
画
に
つ
い
て

　
新
規
計
画
を
耳
に
し
た
が
、
岩
瀬

－
大
貝
の
間
三
・
四
キ
ロ
の
道
路
改

良
に
つ
い
て
、
説
明
で
き
る
範
囲
は

な
い
か
。

米
に
代
わ
る
産
品
育
成
を

◆
上
村

広
治
議
員

①転作田の

団
地
化
推
進
と
米
に
代

　
わ
る
新
品
目
の
育
成
に
つ
い
て

　
水
田
利
用
再
編
対
策
の
字
句
が
示

す
と
お
り
、
米
に
代
わ
る
産
品
を
生

み
出
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
な
の
で
は

な
い
か
。

②
公
共
事
業
の
入
札
と
町
経
済
の
自

　
主
防
衛
に
つ
い
て

　
入
札
に
際
し
、
地
方
自
治
法
等
の

運
用
L
の
「
妙
」
を
発
揮
し
、
お
金

の
町
外
流
失
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ

て
町
経
済
を
活
性
化
す
る
方
法
に
つ

い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

③
上
野
地
区
公
民
館
の
整
備
に
つ
い

　
て
　
現
在
の
建
物
は
昭
和
二
十
年
代
に

造
ら
れ
、
老
朽
化
し
て
い
る
。
地
区

民
の
利
用
も
多
い
た
め
、
ぜ
ひ
整
備

を
願
い
た
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①団

地
化
率
は
四
六
％
と
県
囚
で
も

上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　
農
協
が
始
め
た
農
産
物
加
工
が
、

二
次
構
で
本
格
的
な
漬
け
物
施
設
を

造
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
新
農
構

で
強
化
さ
れ
、
二
次
加
工
に
ま
で
発

展
し
た
。
A
，
で
は
川
西
の
漬
け
物
と

し
て
特
産
品
化
し
て
い
る
が
、
作
付

対
策
、
栽
培
技
術
な
ど
、
研
究
、
努

力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
　
町
は
、
農
家
や
生
産
組
織
の
活
動

を
指
導
、
支
援
、
推
奨
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

②
指
名
競
争
入
札
は
、
地
方
公
共
団

体
が
一
方
的
に
特
定
の
範
囲
の
業
者

を
指
名
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
要

な
条
件
を
具
備
し
て
い
な
い
業
者
の

指
名
は
許
さ
れ
な
い
。

　
運
用
の
妙
は
、
町
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
す
る
業
者
を
第
一
指
名
と

し
て
考
慮
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
町
内
業
者
の
こ
と
も
十
分
に
考
え

た
上
で
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
と
い
う
、
住
民
全
体
の

利
益
に
結
び
つ
け
る
配
慮
の
も
と
に

努
力
し
て
い
る
。

　
町
経
済
の
成
長
性
を
高
め
る
積
極

的
な
議
論
の
盛
り
上
が
り
を
促
し
て

い
き
た
い
。

③
上
野
連
絡
所
は
、
町
の
単
独
事
業

で
の
改
築
は
極
め
て
困
難
な
状
況
に

議場改築中で総合センターでの議会

あ
る
。
し
か
し
、
将
来
展
望
の
中
で

は
い
ろ
い
ろ
相
談
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
当
面
は
地
区
の
皆
さ
ん

か
ら
利
用
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
、

具
体
的
に
は
地
区
公
民
館
と
し
て
手

を
加
え
る
な
ど
で
、
希
望
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
特
殊
改
良
第
一
種
工
事
は
、
金
額

に
制
限
が
あ
る
。
予
定
の
事
業
が
完

成
し
な
く
と
も
、
事
業
費
が
こ
の
額

を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
打
ち
切
ら
れ
て

し
ま
う
。

　
当
初
の
全
体
計
画
で
は
、
延
長
六

百
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
二
億
五
千
万

円
と
い
う
こ
と
で
五
十
四
年
度
か
ら

工
事
が
始
ま
っ
た
。
六
十
年
度
の
予

算
づ
け
で
総
額
は
二
億
八
千
万
円
に

跳
ね
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
念
な

が
ら
四
百
八
十
メ
ー
ト
ル
で
こ
の
事

業
の
幕
を
閉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
残
る
百
二
十
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て

は
、
県
と
の
協
議
で
は
、
六
十
一
年

度
か
ら
は
県
単
で
実
施
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
話
を
詰
め
て
い
る
。
県
単
で
実
施

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
予
算
額
は

特
一
工
事
よ
り
も
大
幅
な
減
と
な
る
。

県
へ
は
重
点
配
分
を
願
っ
て
い
く
。

②
国
道
4
0
4
号
線
の
最
大
の
ネ
ッ

ク
は
大
貝
－
岩
瀬
間
で
あ
る
。
町
と

し
て
も
関
係
す
る
小
国
町
と
協
力
し

て
、
こ
の
間
の
改
良
を
願
い
出
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
関
係
地
域
の
皆
さ
ん
の
感
情
を
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
航
空

写
真
の
図
化
も
さ
れ
て
い
な
い
現
状

で
は
、
具
体
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は

申
し
上
げ
ら
れ
る
段
階
で
は
な
い
。
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嫁
婿
不
足
事
態
は
深
刻

◆
若
山
三
郎
議
員

①超

適
齢
者
の
嫁
婿
対
策
に
つ
い
て

　
町
の
発
展
と
文
化
の
基
礎
は
人
で

あ
る
。
人
々
が
集
ま
る
心
理
が
町
に

活
気
を
も
た
ら
し
、
活
路
を
開
く
も

の
と
思
う
。

　
川
西
町
も
過
疎
化
現
象
の
波
に
よ

っ
て
、
嫁
婿
不
足
の
事
態
が
深
刻
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
該
当
の
人
た

ち
の
心
情
を
察
し
、
町
と
し
て
も
な

ん
ら
か
の
方
策
を
立
て
て
ほ
し
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
川
西
町
だ
け
で
な
く
、
山
村
過
疎

地
で
は
、
女
性
不
在
と
い
う
現
象
が

起
き
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

　
地
方
紙
に
よ
る
と
、
県
囚
で
嫁
不

足
の
対
策
を
し
て
い
る
町
村
と
、
し

て
い
な
い
町
村
は
半
々
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
川
西
町
で
は
、
結
婚
相
談
員
制
度

を
昭
和
五
十
五
年
に
廃
止
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
残
念
な
が
ら
実
績
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
聞
い
て
い
る
。

克
雪
セ
ン
タ
ー
に
は
、
結
婚
相
談
所

の
看
板
だ
け
は
現
在
も
掲
げ
て
あ
る
。

　
八
，
後
は
、
若
者
、
特
に
女
性
か
ら

地
域
に
と
ど
ま
っ
て
も
ら
う
た
め
の

施
策
を
行
う
必
要
を
感
じ
る
。
具
体

的
に
は
若
い
女
性
が
魅
力
を
感
じ
る

就
労
の
場
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
意
昧
か
ら
も
積
極
的

な
企
業
誘
致
を
図
る
な
ど
の
ほ
か
、

体
育
施
設
や
観
光
施
設
な
ど
の
充
実

を
図
っ
て
、
若
者
の
定
着
を
促
進
す

る
必
要
を
感
じ
る
。

　　　　嚢　　懸i難麟
　　　欝　　　嚢　　萎　き　華蒙

国
際
村
は

◆
平
野
正
義
議
員

①
口
同
倉
の
国
際
村
に
つ
い
て

　
高
倉
の
国
際
村
は
、
最
近
は
ひ
っ

そ
り
と
し
た
流
れ
の
中
に
身
を
潜
め

て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。

　
以
前
は
、
高
倉
集
落
と
国
際
村
の答弁する町長

町
の
財
産

人
た
ち
の
間
で
楽
し
い
交
流
の
場
が

あ
っ
た
が
、
集
落
の
過
疎
化
に
よ
っ

て
活
気
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
他
町
村
に
は
な
い
国
際
村
と
い
う

財
産
を
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
国
際
村
の
皆
さ
ん
は
、
都
会
の
騒

騒
し
さ
を
避
け
て
、
高
倉
で
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
タ
イ
ム
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
。

　
問
題
は
、
国
際
村
の
皆
さ
ん
が
親

し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
高
倉
集
落

が
、
児
童
数
の
減
少
と
い
う
状
況
の

中
で
、
八
，
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
セ
カ

ン
ド
ハ
ゥ
ス
の
維
持
管
理
も
不
安
な

状
態
で
あ
る
。

　
国
際
村
構
想
は
、
過
疎
対
策
の
一

環
で
も
あ
り
、
町
も
そ
れ
な
り
の
投

資
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
過
疎

を
解
消
す
る
ま
で
に
は
な
ら
な
い
で

八
ノ
日
を
迎
え
て
い
る
。

　
高
倉
に
お
住
み
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

集
落
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
町
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
、

道
路
整
備
、
さ
ら
に
は
冬
期
の
除
雪

体
制
な
ど
、
定
住
条
件
を
整
備
し
、

集
落
の
存
続
に
対
処
し
た
い
。
国
際

村
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ご
声
援
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
一
般
質
問
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）

補
正
予
算

　
克
雪
住
宅
建
設
資
金

　
　
貸
付
金
を
追
加

▼
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
二
号
）

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
五
千
九
百

八
十
二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
二
十
八
億
五
千
三
十
六
万
二

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
道
路
橋
り
ょ
う
費
補

助
金
の
千
七
百
二
十
万
円
の
減
、
繰

越
金
の
五
千
二
十
五
万
九
千
円
の
増
、

克
雪
住
宅
建
設
資
金
貸
付
金
元
利
収

入
の
二
千
四
百
二
十
五
万
円
の
増
が

目
だ
ち
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
基

金
の
積
立
金
が
四
千
万
円
の
増
、
新

十
日
町
大
橋
関
連
の
設
計
委
託
料
な

ど
が
二
千
五
十
三
万
三
千
円
の
減
、

克
雪
住
宅
建
設
資
金
貸
付
金
が
二
千

四
百
二
十
五
万
円
の
増
、
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▼
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

　
四
百
六
十
一
万
九
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

億
一
千
八
百
十
六
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
　
追
加
は
、
歳
入
が
療
養
給
付
費
交

付
金
繰
越
金
、
歳
出
が
償
還
金
の
と

こ
ろ
に
し
て
い
ま
す
。

▼
六
十
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
補

　
正
予
算
　
　
（
第
一
号
）

　
千
九
百
二
十
四
万
三
千
円
追
加
し

て
、
予
算
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
五
億
一
千
二
十
四
万
八
干
円
と
し

ま
し
た
。

　
歳
入
は
繰
越
金
、
歳
出
は
償
還
金

と
一
般
会
計
繰
出
金
の
と
こ
ろ
を
追

加
補
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
水
道
事
業
会
計
の
補

正
も
あ
り
ま
し
た
。

羅
馨
織
蘭
孫
の

　
　
講
願
鍵
並
僻
・

瑠
禦
誰
露
業
縷
腐
撫

捲
爾
醐
欝
璽
凝
灘
諜
雛
幾
質
灘
奨

．
励
畿
爾
灘
衛
確
繰
等
鷹
関
欝
蕎
講

　
願
凝
盤
謹
懇
嫌
薇
劉
き
撫
麟
、
嚢
轡
制

　
獲
爾
酸
善
．
灘
塞
．
食
糧
麟
給
灘

繭
墨
爾
羅
繊
⑳
講
縣

　
簸
繰
⑳
講
願
ぽ
騨
欝
灘
霧
採
択
毒

灘
叢
馨
蓬
。
蓬
羅
麟
蓬
㎜
纈
⑳
慧
羅

書
蓬
態
蒸
叢
謹
め
、
関
係
行
政
驚
縫

提
趨
馨
叢
幾
．

　
　
　
（
議
会
報
告
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
）



1””1”嬰1噸かわ！！し，1昭和00鴛月10嚇””1”1”1”””1””峯1”諺穐””1”1””””1肥ll”1！””llli！”llll19””1””1””嬰1””III””II”1”川【4】

“
企
業
の
町
”
づ
く
り
を

◆
平
野
圭
二
議
員

①
農
業
を
基
盤
と
し
た
“
企
業
の
町
”

　
づ
く
り
に
つ
い
て

　
五
升
苗
ダ
ム
の
供
用
開
始
で
東
部

地
区
の
基
盤
整
備
事
業
が
完
結
を
見

る
こ
と
に
な
り
、
西
部
地
区
に
新
定

住
促
進
事
業
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
農
業
立
町
の
基
盤
が
完
成
し

つ
つ
あ
る
。

　
私
は
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
は
、

「
農
業
を
基
盤
と
し
た
“
企
業
の
町
”
」

の
実
現
に
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①川西町の

農
業
就
業
人
口
は
、
昭

和
四
十
五
年
が
三
千
八
百
三
十
七
人
、

五
十
五
年
に
は
千
六
百
三
十
二
人
と

な
っ
て
い
る
。
二
千
二
百
五
人
の
減

少
で
あ
る
。
第
二
次
産
業
は
こ
の
間

六
百
七
十
一
人
の
増
、
第
三
次
産
業

は
三
百
一
人
の
増
で
あ
り
、
農
業
就

業
人
口
の
減
を
補
え
な
い
ま
ま
推
移

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
引
き
続
く
過

疎
化
現
象
の
要
因
の
表
れ
で
あ
る
。

　
川
西
町
が
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

を
企
画
し
た
当
時
、
十
分
予
測
で
き

た
余
剰
労
働
力
は
、
区
域
内
で
の
吸

収
が
予
定
ど
お
り
い
か
な
か
っ
た
の

み
な
ら
ず
、
若
年
層
の
定
着
も
思
わ

し
く
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
に
立
っ

て
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
の
実
現
に

向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
現
在
審
議
中
の
企
業
誘
致
委
員
会

か
ら
、
今
後
農
．
工
・
商
一
体
の
町

づ
く
り
を
図
り
、
町
の
活
性
化
を
図

る
指
針
と
な
る
べ
き
答
申
を
得
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

講
会
報
魯条
例
関
係

二
件
の
条
例
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
保
険
料
の
軽
減
基
準
額
を
一
人
に

つ
い
て
五
千
円
引
き
L
げ
、
十
九
万

五
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
に
伴
う
費

　
用
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
七
月
一
日
か
ら
表
の
と
お
り
利
用

者
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

家庭奉仕員派遣事業費用負担基準

利用者世帯の階層区分
利用者負担額
（1時間当たり）

A 生活保護世帯
円
0

B 前年分所得税非課税の世帯 0

C 前年分所得税9，600円以下の世帯 200

D
前年分所得税9，601円以上
　　　　　　　　32，400円以下の世帯 350

E
前年分所得税32，401円以上
　　　　　　　　42，000円以下の世帯 500

F 前年分所得税42，001円以上の世帯 650

「
水
力
電
力
再
開
発
」
町
の
対
策
は

◆
戸
田
哲
次
議
員

①信濃川水力

発
電
再
開
発
計
画
と

　
川
西
町
の
八
，
後
の
対
策
に
つ
い
て

　
川
西
町
地
内
を
七
・
五
キ
ロ
に
わ

た
っ
て
縦
断
す
る
導
水
路
の
工
事
は
、

将
来
必
ず
水
不
足
と
環
境
破
壊
問
題

を
引
き
起
こ
す
。

　
国
鉄
側
の
話
に
誠
意
が
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
が
、
町
と
し
て
の
今

後
の
対
策
を
お
聞
き
し
た
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
五
月
二
十
日
の
国
鉄
信
濃
川
工
事

局
側
と
の
話
し
合
い
で
、
　
「
地
元
と

の
協
議
が
整
わ
な
い
ま
ま
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
確
認
を

取
っ
て
あ
る
。

　
六
月
十
四
日
の
吉
田
（
十
日
町
市
）

で
の
三
市
町
村
合
同
協
議
会
の
席
L
、

国
鉄
側
は
、
七
月
に
も
工
事
の
発
注

が
予
定
さ
れ
て
い
る
十
日
町
市
と
中

里
村
に
は
、
成
案
を
持
っ
て
地
元
説

明
に
入
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
川
西
町
と
し
て
は
、
工
事
の
時
期

に
か
か
わ
ら
ず
、
問
題
が
提
起
さ
れ

た
以
L
、
協
議
も
同
時
進
行
す
る
よ

う
強
く
望
ん
で
い
る
。
三
市
町
村
の

協
力
体
制
を
強
め
る
運
動
も
起
こ
す

必
要
が
あ
る
。

　
川
西
町
の
独
自
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
国
鉄
側
と
個
別
に
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
内
で
の
工
事

は
一
説
に
よ
る
と
六
十
一
年
秋
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
要
望
や
意
見
を
ち
ょ

う
だ
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
集
約
に
立
ち
、
新
た
な
町

と
し
て
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、
国

鉄
側
と
の
協
議
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
・
一
般
質
問
の
掲
載
は
、
紙
面
の
　
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
都
合
で
質
問
順
で
は
あ
り
ま
せ
　
㎜

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ

一
　
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

人
的
観
光
施
設

◆
田
中
与
三
郎
議
員

①川西町人

的
観
光
施
設
の
造
成
に

　
つ
い
て

　
松
葉
荘
の
裏
山
に
山
ッ
ツ
ジ
を
移

植
育
成
、
あ
る
い
は
松
葉
荘
入
り
口

に
花
し
ょ
う
ぶ
を
育
て
る
な
ど
、
人

的
観
光
施
設
の
造
成
を
提
案
し
た
い
。

②
農
村
公
園
の
管
理
と
整
備
に
つ
い

　
て
　
遊
具
を
安
全
に
、
ま
た
有
効
に
利

用
で
き
る
よ
う
な
対
策
が
ほ
し
い
。

◇
南
　
雲
　
町
　
長

①
人
的
観
光
施
設
と
し
て
は
、
松
葉

が

必

要

荘
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

周
辺
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
地

昧
は
不
良
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
周
辺
の
総
合
的
な
開
発
整
備
の
た

め
に
、
立
地
診
断
調
査
を
委
託
し
て

い
る
が
、
八
月
中
に
は
ま
と
ま
り
、

町
へ
提
出
さ
れ
る
。

②
農
村
公
園
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
考

え
て
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
施
設
は
年
齢
に
合
っ
た
も
の
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
維
持
管
理
を
十
分
に
行
う
と
と
も

に
、
施
設
の
更
新
は
耐
雪
性
を
重
点

に
考
え
て
行
い
た
い
。
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r社会を

明るくする運動、躍鯉讐．響．畢．

r御陣荘」

喜か多

栄さん長田太

窟夢’罐艮

　　　　　　保護司

を
合
用
翻

にご利易
町

土
　
日

憩いの
　　　　十

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
か
ら
、
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築
い
て
い

こ
う
と
い
う
全
国
的
な
運
動
で
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
七
月
は
、
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
問
で
す
。
八
，
回
は

三
十
五
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
川
西
町
で
も
、
保
護
司
が
中
心
と

な
り
、
実
施
委
員
会
を
構
成
し
、
種

種
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

の
実
現
は
、
私
た
ち
共
通
の
願
い
で

す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
犯
罪
や
非

行
を
起
こ
さ
せ
な
い
社
会
環
境
や
世

　　　　　十日町地域広域事務組合

　総合福祉センター・御陣荘（津南町大字芦

ケ崎）では、内部改造を行い、6月20日から

食事の提供やサウナ室の設置など、新しいサ

ービスを加えて、皆さんのご利用をお待ちし

ています。

　申し込み、問い合わせは、御陣荘〔費0257

（65）2457〕へお願いします。

　7月1日から、利用料金が次のように変わ

りました。

　　　　御陣荘の利用料金

論
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非

行
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
人

た
ち
を
社
会
が
受
け
入
れ
、
援
助
の

手
を
蓋
し
伸
べ
て
い
く
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。
国

民
一
人
一
人
が
自
ら
の
問
題
と
し
て

犯
罪
・
非
行
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
家
庭
か
ら
近
隣
へ
、
近

隣
か
ら
地
域
へ
と
犯
罪
・
非
行
予
防

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
た
め
の
募
金
を
お
願
い
し
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
や
施
設
の
援
助
に

努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
戸

二
百
円
程
度
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

休息料

区　　　　　分 観
昼　　間

夜間
小
休
息1日 半日

大入（中学生以上）
老人（70歳以上）障害者手帳所持者

子供（3歳以上小学生）

　円
600
400
400

　円
400
250
250

　円
250
150
150

　円
300
200
200

　円
200
100
100

小休息は2時間くらいまでです。
団体は、2割の割引をします。

休息の場合は、上記金額のみで部屋代はいただきません。

会議等

使用料

会議、研修会等の場合は下記の料金で休息料はいただきません。

区　　分 大広間 中広間 洋会議室 小広間
　　　　一部使用半日
　　　　全部使用

　円8，000
13，000

　円
6，000

　円

8，000

　円

2，000

1日使用の場合は50％増です。

夜間使用の場合は20％増となります。

冷　暖
房　料 使用の場合のみ

　円
1，500
　円
1，000
　円
1，000

円
5
0
0

飲食の代金は別途いただきます。

「
．
四
．

　
　
　
納
め
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
保
険
料

万
一
の
と
き
の

　
　
保
障
の
た
め
に
も

　
年
金
は
年
を
と
っ
て
か
ら
だ
け

受
け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
国
民
年
金
に
は
年

を
と
っ
て
か
ら
受
け
る
老
齢
年
金

の
ほ
か
に
、
万
一
の
事
故
や
病
気

に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
不

幸
に
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
場

合
の
母
子
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
、
い
つ
で
も
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
チ
ン

と
保
険
料
を
納
め
て
い
く
こ
と
で

す
。納

期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
障
害
年
金
や
母
子
年
金
を
受
け

る
た
め
の
最
短
の
要
件
は
、
　
「
最

近
一
年
問
の
保
険
料
を
す
べ
て
納

め
て
い
る
こ
と
」
で
す
。
つ
い
う

っ
か
り
し
て
保
険
料
を
納
め
忘
れ

た
た
め
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に

納
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
）
つ
。

納
め
て

お
い
て

良
か
っ
た
わ

三
十
五
歳
に
は
再
確
認
を
！

　
老
齢
年
金
、
を
受
け
る
に
は
、
最

低
二
十
五
年
問
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
、

八
ノ
三
十
五
歳
に
な
っ
て
い
る
人
で

国
民
年
金
に
入
っ
て
い
な
い
人
（

他
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

除
く
）
や
、
入
っ
て
い
て
も
保
険

料
を
納
め
て
い
な
い
人
は
、
年
金
、

が
受
け
ら
れ
る
か
受
け
ら
れ
な
い

か
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
が
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
「
国
民

年
金
だ
け
で
二
十
五
年
、
国
民
年

金
以
外
の
公
的
年
金
制
度
で
は
二

十
年
」
の
期
間
を
満
た
す
か
、
　
「

国
民
年
金
と
他
の
公
的
年
金
制
度

を
通
算
し
て
二
十
五
年
」
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
三
十
五
歳
の
人
は
、
も
う
一
度

年
金
権
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
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一一一一日程決まる一・一コ一

…
8
月
1
1
日
が
投
票
日

01明るい選挙をしましょう…”…””

　
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
八
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
現
議
員
の
任
期
が
八
月
三
十
一
日
に
満
了
す
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
新
た
に
、
今
後
四
年
間
町
政
を
担
う
二
十
人
の
議
会
議
員

を
選
ぶ
た
い
せ
つ
な
選
挙
で
す
。

　
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
お
よ
び
そ
の
他
関
係
諸
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
身
近
な
人
が
候
補
者
と
な
る
だ
け
に
、
選
挙
運
動
等
も
活
発
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
候
補
者
、
運
動
員
、
選
挙
人
と
も
ど
も
違
反
に

問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

瓢講翻織鐙．醸塾、
難繋欝響、灘・．、灘縷i繍灘建警欝灘鎌鐵謙購糞

灘灘離醤毒灘警塞灘簿稀擶懸響購、、

繋霧1難癒．灘　灘講

　　　　　『離簿騨蠣，、

　　　　　難醗響麺醗
繊萎翻翼、麟．．灘縷穰、

　
今
回
、
投
票
で
き
る
人
は
、
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
年
齢
が
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る

　
人
（
昭
和
四
十
年
八
月
十
二
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
）

③川西町に

住
所
を
有
し
て
か
ら
一
二

　
か
月
に
達
し
た
人
（
今
年
五
月
三

　
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を
有

　
し
て
い
る
人
）

④
選
挙
犯
罪
等
で
選
挙
権
、
被
選
挙

　
権
を
停
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

⑤
禁
治
産
者
で
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
選
挙
の
当
日
、
川
西

　
熊
縷
　
　
町
以
外
の
市
町
村
に
、

．
－
疑
…
・

　
　
　
　
や
む
を
得
な
い
用
務
や

　
翅
繍
、

　
総
蕪
　
事
故
な
ど
で
旅
行
や
滞

．
p
轟
縫
、
在
中
の
人
、
ま
た
、
指

　
｝
鐙
　
．
定
病
院
に
入
院
中
の
人

　
　
　
　
に
つ
い
て
は
不
在
者
投

　
　
　
　
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
不
在
者
投
票
の
で
き

　
　
　
　
　
る
期
間
は
八
月
六
日
か

　
　
　
　
　
ら
十
日
ま
で
で
す
。
郵

便
を
も
っ
て
不
在
者
投
票
用
紙
を
交

付
す
る
場
合
は
、
告
示
日
（
八
月
六

日
）
前
二
日
か
ら
発
送
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
告
示
か
ら
投
票
日
の
問
が
短
い
た

め
、
手
続
き
を
早
め
に
し
な
い
と
問

に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
に
、
指
定
病
院
等
に
入
院
さ

れ
て
い
る
方
は
、
病
院
長
が
本
人
に

代
わ
っ
て
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
知
漏
れ

に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

家
族
の
方
は
、
直
接
選
挙
管
理
委
員

会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
場
合
は
、

印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

’
4
’
　
ノ

∂
♂
　
声
　
’

ノ
　
ダ
　
を
、
．

∂
　
　
σ
　
　
」
　
　
ρ

紹

劇「糎
　　　　ゆ

藩￥錨

代よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
’

あなたの1票をたいせつに

　
投
票
所
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午

前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
貴
重
な
一
票
で
す
。
有
効
に
使
う

立
候
補
で
き
る
人
は

　
選
挙
権
を
有
す
る
人
で
、
年
齢
が

満
二
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
だ
れ

で
も
立
候
補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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立
候
補
の
届
け
出
は

　
　
8
月
6
日

一，●一

　
立
候
補
の
届
け
出
は
、
選
挙
の
告

示
が
八
月
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
八
月
六
日
、
一
日
で
す
。

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

の
間
に
、
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
i
・

ホ
ー
ル
に
お
い
て
立
候
補
届
け
の
受

け
付
け
を
し
ま
す
。

　
立
候
補
届
け
に
は
、
次
の
書
類
が

必
要
で
す
。

◎
本
人
届
け
出
の
場
合

．
候
補
者
届

・
宣
誓
書

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

商業統計調査

　　　結果速報

・
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本

．
所
属
党
派
証
明
書
（
無
所
属
の
場

　
合
は
必
要
な
し
）

．
通
称
使
用
申
請
書
（
通
称
使
用
を

　
希
望
す
る
場
合
）

◎
推
薦
人
が
届
け
出
る
場
合

・
候
補
者
推
薦
届

・
候
補
者
推
薦
届
出
承
諾
書

．
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
（
推
薦

届
出
者
の
も
の
）

・
宣
誓
書

・
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本

．
所
属
党
派
証
明
書
（
無
所
属
の
場

合
は
必
要
な
し
）

．
通
称
使
用
申
請
書
（
通
称
使
用
を

希
望
す
る
場
合
）

選
挙
運
動
の
で
き
る
期
間

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
立
候

補
届
け
出
の
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
期
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
以
外
の
選
挙
運
動
は
、

事
前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。開

票
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で

・
場
所
は
、
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
i

　
・
ホ
ー
ル

　
開
票
の
結
果
は
、
で
き
る
だ
け
早

く
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
開

票
の
模
様
を
参
観
し
た
い
方
は
、
当

夜
、
会
場
の
受
け
付
け
に
申
し
出
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
参
観
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
に

　
　
対
す
る
説
明
会

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候
補

　
予
定
者
を
対
象
に
、
次
の
日
時
に
説

　
明
会
を
開
き
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
立
候
補
届
け
等
、
選
挙
の
細
部
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

．
日
時
七
月
二
士
二
日
午
後
一
時

　
　
　
三
十
分

・
場
所
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
ホ
ー
ル

・
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
●

・
開
票
は
、
即
日
開
票

．
時
間
は
、
午
後
八
時
か
ら

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
．
●
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川西町の商店数は137店
　養商業の国勢調査ヤともいわれる商業統計

調査が、5月1日現在で全国いっせいに実施

されました。

　川西町の結果速報（概数）を次のとおり発

表します。

●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

区　　分 商店数
従業者
数

売　場
面　積
年　間
販売額

昭和60年調査
（概　　数）

137
3給 　㎡

5，596
　万円
471，183

昭和57年調査
（通産省公表数値）

156 464 5，077 395，301

、後に通商産業省が公表

ることがあります。
は
あ
点
本

数
が
違
日
業
除
日
売

概
違
相

の
相
の

表
と
囲
査
売
食
査
売

発
字
範
調
卸
飲
調
卸

回
数
査
年
一
ち
年
一

＊
す
◎
○
　
　
　
○

……日本標準産業分類による大1分

小売業、飲食店に属する事業所の

店を除く事業所

……日本標準産業分類による大分

・小売業（飲食店を含む）の事業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

今
る
調
6
0
類
う
57
類
所
5
7
た

※57年調査での川西町の飲食店数は18店でし

・
l
I
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，
』
l
I
一
l
o
謄
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5
1
9
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1
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，
1
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1
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膿
9
1
1
0
1
9
－
　
5
1
1
－
l
I
　
・
o
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I
曜
畦
　
監
l
l
I

．彗鐡　　訪問販売に

1馨　　　強くなる6か条
　　ド
　『∫・か　①どこのだれが、なんの目的でた

　・”，　　ずねてきたのかを具体的に確か
婦りめましょう．　’一
②巧みな話術・宣伝などに惑わされず、必要

　でなければはっきりと断りましょう。

③少しでも迷ったらその場で契約せず、家族

　や友人と相談しましょう。

④契約するときは、契約書をよく読み、内容

　をよく確かめてからにしましょう。

⑤現金で全額支払わないようにし、領収書を

　必ず受け取りましょう。　（全額現金払いす

　るとクーリング・オフ制度は適用されませ
　ん）

⑥いらないときは、　「いりません」・「お帰

　りください」と言いましょう。

　それでも帰らないときは110番へ連絡しま
　しょう。
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我
が
家
に
一
冊
の
町
史
を

　
肩
の
凝
る
よ
う
な
歴
史
ば
か
り
取

り
上
げ
て
い
な
い
で
、
た
ま
に
は
一

服
し
て
、
婦
人
の
サ
イ
ド
か
ら
町
の

変
わ
っ
た
様
子
を
振
り
返
っ
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
程
よ
く
伸
び
た
コ

シ
ヒ
ヵ
リ
の
青
田
に
目
を
や
り
な
が

ら
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
い
ち
ば
ん

変
わ
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
代
の

後
半
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
て
み
た
。

　
戦
後
ま
も
な
い
こ
ろ
、
　
「
あ
こ
の

衆
は
牛
が
死
ん
だ
ん
だ
ん
が
嫁
を
も

ら
っ
た
テ
ヤ
」
と
い
う
噂
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
高
い
牛
を
買
う

銭
は
無
い
が
、
食
糧
難
の
中
で
米
を

持
っ
て
い
る
農
家
は
あ
こ
が
れ
の
的

で
、
嫁
を
も
ら
お
う
と
思
え
ば
ど
こ

か
ら
で
も
来
て
く
れ
た
時
代
の
話
で

あ
る
。
い
っ
た
ん
嫁
い
だ
娘
は
、
牛

の
代
わ
り
に
働
か
さ
れ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
こ
の
こ
ろ
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

こ
か
の
ア
ネ
サ
が
ひ
ね
っ
た
「
嫁
痩

　
　
め
で
た

せ
て
目
出
度
く
終
わ
る
田
植
か
な
」

の
名
句
が
今
も
悲
し
く
胸
に
響
く
。

　
昭
和
二
十
年
代
は
、
古
い
思
想
と

新
し
い
民
法
が
同
居
し
た
時
代
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
た

る
。
大
正
っ
子
と
昭
和
一
桁
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ぎ

の
嫁
は
、
夫
と
共
に
明
治
気
質
の
年

よ
り
に
よ
く
仕
え
な
が
ら
嫁
、
妻
、

母
の
立
場
を
使
い
分
け
、
家
庭
内
の

複
雑
な
人
間
関
係
を
上
手
に
切
り
抜

け
て
生
き
た
。
こ
う
し
た
嫁
た
ち
の

つ
ら辛
い
立
場
を
思
っ
て
か
、
理
解
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ろ

る
ッ
ァ
マ
が
、
　
「
ほ
ろ
り
涙
で
風
呂

炊
く
嫁
御
、
煙
い
ば
か
り
じ
ゃ
な
い

ら
し
い
」
と
詠
ん
で
若
妻
た
ち
を
泣

か
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
農
村
婦
人
の
過
重
な
労
働
は
川
西

町
の
誕
生
後
も
し
ば
ら
く
続
き
、
口

の
達
者
な
嫁
よ
り
も
、
黙
っ
て
働
く

稼
ぎ
手
の
嫁
が
優
等
生
視
さ
れ
が
ち

で
あ
っ
た
。
折
も
折
、
ひ
と
り
の
ア

ン
ネ
が
、
　
「
ひ
た
ぶ
る
に
働
く
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
い

が
良
き
嫁
と
、
人
も
云
う
か
や
月
仰

ぎ
つ
つ
」
と
歌
っ
て
共
感
を
呼
び
、

若
妻
会
や
婦
人
学
級
の
学
習
グ
ル
ー

プ
は
、
身
近
な
問
題
や
日
ご
ろ
の
悩

み
、
台
所
や
生
活
の
改
善
を
取
り
上

げ
て
熱
心
に
勉
強
し
た
。

　
婦
人
た
ち
の
学
習
を
追
い
か
け
る

よ
う
に
、
三
十
年
代
に
入
る
と
テ
レ

ビ
、
電
気
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
の

電
化
製
品
が
ボ
ツ
ボ
ツ
と
主
役
の
座

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
岩
瀬
（
八

八
戸
）
を
例
に
と
る
と
、
電
気
洗
濯

機
が
三
十
三
年
に
二
戸
、
テ
レ
ビ
が

三
十
五
年
に
一
戸
、
冷
蔵
庫
を
備
え

た
家
が
三
十
七
年
に
四
戸
を
数
え
て

い
る
。
全
町
的
に
み
た
場
合
、
三
種

の
神
器
と
い
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
電
化

製
品
は
数
年
で
大
半
の
家
庭
に
入
り
、

そ
の
普
及
率
は
四
十
年
を
前
後
に
八

○
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た
。

　
電
気
洗
濯
機
が
出
現
す
る
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ょ
う

洗
濯
板
を
使
っ
た
。
銀
杏
の
木
に
溝

を
刻
ん
だ
一
枚
の
洗
濯
板
は
嫁
入
り

道
具
の
一
つ
で
、
娘
が
嫁
ぐ
と
き
に

親
が
買
っ
て
与
え
た
。
嫁
は
家
族
の

洗
濯
物
を
一
手
に
引
き
受
け
、
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
そ
で

に
は
涙
の
に
じ
ん
だ
下
着
や
筒
袖
の

野
良
着
も
こ
の
洗
濯
板
で
ゴ
シ
ゴ
シ

　
も
と
揉
ま
れ
、
い
つ
し
か
溝
が
す
り
減

る
ま
で
使
わ
れ
た
。

　
冷
蔵
庫
の
無
い
時
代
に
、
主
婦
が

毎
日
の
献
立
に
費
し
た
労
力
や
心
遣

い
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
保
存

冷
凍
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
大
ぜ
い
の

家
族
が
食
べ
残
し
の
な
い
よ
う
に
適

量
な
調
理
を
た
え
ず
く
ふ
う
し
、
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ろ

に
む
せ
び
な
が
ら
一
食
ご
と
に
地
炉

の
火
で
煮
炊
き
を
し
た
。
余
っ
た
ご

飯
や
鮮
魚
、
生
野
菜
は
、
庭
や
床
下

に
掘
っ
た
一
時
的
な
冷
暗
所
に
貯
蔵

し
、
山
地
の
女
衆
は
穴
蔵
を
利
用
し

た
。　
平
場
の
人
々
は
、
天
然
の
雪
を
長

く
貯
蔵
す
る
こ
と
が
仕
事
の
一
つ
に

な
っ
て
お
り
、
特
に
食
品
業
者
は
、

観
音
様
の
祭
り
ま
で
雪
を
保
存
し
よ

う
と
雪
室
囲
い
に
苦
労
し
た
。

　
赤
谷
城
の
一
の
丸
沢
に
は
、
例
年

で
も
十
七
夜
ご
ろ
ま
で
な
だ
れ
の
積

も
っ
た
雪
が
残
る
。
長
い
病
人
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
の
う

か
え
た
家
族
が
、
氷
嚢
に
入
れ
る
た

め
に
よ
く
雪
を
採
り
に
行
っ
た
が
、

梅
雨
の
明
け
る
こ
ろ
ま
で
毎
日
根
気

よ
く
通
う
と
、
村
人
た
ち
は
、
　
「
あ

こ
の
衆
は
イ
ッ
カ
ガ
ン
（
幾
日
）
も

ね
え
ふ
う
だ
」
な
ど
と
噂
し
た
。

　
テ
レ
ビ
の
無
い
時
代
は
、
十
日
町

の
五
之
町
や
千
手
劇
場
へ
出
か
け
て

映
画
を
見
た
。
そ
れ
の
で
き
な
い
人

た
ち
は
、
青
年
団
が
主
催
す
る
「
映

画
の
夕
」
に
毎
回
足
を
運
ん
だ
が
、

小
学
校
の
玄
関
に
満
員
御
礼
の
張
り

　
　
　
　
　
　
に
ぎ

紙
が
出
る
ほ
ど
賑
わ
う
も
の
で
あ
っ

た
。
と
き
ど
き
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
で

も
文
句
一
つ
言
わ
ず
、
音
の
良
く
な

い
ト
ー
キ
ー
に
耳
を
傾
け
、
白
黒
の

チ
ャ
ン
バ
ラ
劇
に
拍
手
を
送
り
、
メ

ロ
ド
ラ
マ
に
胸
つ
ま
ら
せ
て
板
の
間

に
四
時
間
も
座
っ
て
見
た
。

　
四
十
六
年
に
県
営
ほ
場
整
備
事
業

が
は
じ
ま
り
、
二
年
後
に
二
次
構
の

近
代
化
施
設
が
整
い
、
五
十
三
年
に

　
　
　
　
　
か
ん
ぱ
い

基
盤
整
備
、
濯
排
事
業
が
終
わ
る
と

苗
代
や
稲
架
け
場
は
無
用
に
な
り
、

重
労
働
は
機
械
が
や
っ
て
く
れ
て
、

こ
れ
ま
で
農
作
業
に
費
し
た
労
力
は

三
分
の
一
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
洗
濯
、
炊
事
や
風
呂
炊
き
は
ス
イ

ッ
チ
一
つ
を
ひ
ね
れ
ば
よ
く
、
夏
で

も
真
冬
並
み
の
冷
凍
、
保
存
が
効
き
、

　
　
　
　
　
　
つ
る
べ

井
戸
ポ
ン
プ
や
釣
瓶
も
不
要
と
な
り
、

子
供
の
め
ん
ど
う
は
保
育
園
で
み
て

く
れ
、
学
校
っ
子
に
は
弁
当
を
持
た

せ
な
く
て
も
よ
く
、
育
児
や
家
事
に

要
し
た
時
間
も
著
し
く
減
少
し
た
。

の
み
　
　
　
　
は
え

蚤
や
蚊
や
蝿
は
姿
を
消
し
、
文
化
住

宅
に
住
み
、
三
度
の
食
事
は
旅
館
の

料
理
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
冬
の
さ

な
か
で
も
バ
イ
ク
や
自
家
用
車
を
乗

り
回
し
、
手
紙
は
書
か
な
く
て
も
電

話
で
こ
と
足
り
、
見
た
い
番
組
が
あ

れ
ば
別
々
に
テ
レ
ビ
を
見
、
も
ら
い

風
呂
も
し
な
く
て
済
む
。

　
そ
の
代
わ
り
に
、
人
様
よ
り
ち
ょ

っ
と
で
も
良
い
生
活
を
す
る
た
め
に

は
毎
日
が
勉
強
で
、
温
故
知
新
を
も

と
に
頭
を
働
か
せ
な
い
と
だ
め
の
時

代
に
な
っ
た
。
二
十
一
世
紀
を
生
き

る
子
や
孫
は
さ
ら
に
利
口
に
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
川
西
町
は
想
像
も
で
き

な
い
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
の
子
孫
の
た
め
に
、
我
が
家
に
一

冊
の
川
西
町
史
を
残
し
て
お
い
た
ら

ど
ん
な
に
感
謝
さ
れ
る
こ
と
か
。
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花火を安全に

原料は

も寵楽です　　　戯

　
夏
の
夜
、
庭
先
で
の
花
火
は
蒸
し

暑
さ
を
一
瞬
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
手
軽
に
扱

っ
て
い
る
花
火
も
原
料
は
「
火
薬
」
。

ち
ょ
っ
と
間
違
っ
た
扱
い
方
を
す
れ

ば
、
火
事
や
や
け
ど
な
ど
思
わ
ぬ
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
必
ず
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
、

　
　
ひ
と
と
き
の
回
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
・
足
立
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
　
形
　
貞
　
子
さ
ん

　
拓
友
会
（
旧
満
州
仙
田
開
拓
団
有
　
　
ふ
る
さ
と
便
り
で
す
。

志
の
会
）
の
催
し
か
ら
は
や
八
か
月
、
　
三
、
四
十
代
に
は
た
び
た
び
帰
郷

そ
の
こ
ろ
か
ら
毎
月
送
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
川
西
町
の
動

き
が
東
京
に
居
な
が
ら
に
し
て
分
か

り
ま
す
。
私
に
と
っ
て
は
、
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　

　
麗
響
礫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
‘

　
　
　
　
塗
　
　
　
　
　
　
　
　
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

囲まれて（58

し
て
い
ま
し
た
が
、
五
十
の
坂
を
越

え
て
体
調
を
崩
し
四
年
ば
か
り
ご
ぶ

さ
た
を
し
、
ま
た
、
こ
こ
五
、
六
年

は
毎
年
墓
参
り
に
帰
郷
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
ご
と
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、

屋
根
は
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
行
く
人
々
は
都
会
の
人
と
変
わ
ら

ぬ
服
装
を
し
、
近
代
的
な
ビ
ル
が
多

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
町
の
発
展
が

伺
え
ま
す
。

　
で
も
、
ひ
と
た
び
奥
に
入
れ
ば
、

そ
こ
に
は
過
疎
に
悩
む
集
落
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
私
の
故
郷
田
戸

も
そ
の
一
つ
で
す
。
六
十
軒
も
あ
っ

1．

場
所
選
び

　
空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き
出

す
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
広
い
場
所

を
選
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
住
宅
の

密
集
し
た
場
所
だ
と
火
の
粉
が
屋
根

に
落
ち
た
り
、
周
り
の
板
壁
に
飛
ん

だ
り
し
て
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
特
に
、
近
く
に
紙
く
ず
や
枯
木
な

た
の
が
今
で
は
三
十
軒
足
ら
ず
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
川
の
せ
せ

ら
ぎ
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
一
年
ご
と

に
多
く
な
る
空
き
家
は
、
な
ん
と
も

寂
し
い
情
景
で
す
。
そ
こ
に
は
多
く

の
思
い
出
が
あ
る
か
ら
…
…
。

　
六
月
が
過
ぎ
れ
ば
七
月
、
七
月
と

言
え
ば
十
七
夜
が
あ
り
ま
す
。
少
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

の
こ
ろ
、
姉
や
友
と
人
絹
の
紹
の
着

物
に
三
尺
帯
を
締
め
、
和
駄
ば
き
で

砂
利
道
を
伊
勢
平
治
の
観
音
様
ま
で

一
里
の
道
、
汗
を
ふ
き
ふ
き
歩
い
て

い
き
ま
し
た
。
お
参
り
は
そ
っ
ち
の

け
で
、
境
内
の
夜
店
で
買
っ
た
バ
ナ

ナ
一
本
、
桃
一
つ
が
最
高
の
味
覚
の

時
代
で
し
た
が
、
甘
い
思
い
出
と
し

て
心
を
温
め
て
く
れ
ま
す
。

　
父
の
死
、
兄
の
出
征
、
苦
し
い
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
残

雪
の
中
で
ぜ
ん
ま
い
採
り
な
ど
を
し

た
若
き
日
の
故
郷
は
、
私
の
心
に
く

っ
き
り
と
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
、
よ

く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な
ど
は
、

花
火
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　2
大
人
も
一
緒
に

　
子
供
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
る
と
、

万
一
紙
く
ず
に
火
が
燃
え
移
っ
て
も

適
切
な
措
置
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、

服
に
火
が
着
い
て
や
け
ど
を
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
●
h

　
「
か
わ
に
し
」
を
見
て
、
改
め
て

川
西
町
の
広
さ
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。

全
国
有
数
の
豪
雪
地
、
そ
れ
ゆ
え
に

過
疎
化
防
止
の
町
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
で
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
る
様

子
も
伺
え
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
母
が
、
　
「
お
ら
少
し

ぐ
ら
い
ま
ず
い
物
食
っ
て
も
田
戸
が

い
い
」
と
、
東
京
に
は
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
言
う
人
が
ま
だ
ま
だ
ふ

る
さ
と
を
守
っ
て
い
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

　
帰
郷
す
る
と
き
は
心
が
弾
み
、
帰

京
す
る
と
き
は
愛
惜
の
念
に
駆
ら
れ

ま
す
。
で
も
、
東
京
も
住
め
ば
よ
い

と
こ
ろ
で
、
今
は
幸
せ
に
暮
ら
し
て

お
り
ま
す
。

　
川
西
町
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
川
西
と

　
　
名
の
由
来
な
る
や
　
信
濃
川

1：奏竃繊嚢妻1簸：1、1篭婁職●！嚢毒毒猟妻1罫：爵毒書無毒・，騒．震蒙馨：5

と
が
あ
り
ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き

に
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ

）
つ
。

／

呉
緩
☆
　
｛
一
、
業

3
説
明
書
き
は
必
ず
読
む

　
花
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必
ず

説
明
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　
花
火
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
い
方
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
か
っ
こ
う

を
し
て
い
て
も
、
手
に
持
っ
て
楽
し

め
る
も
の
と
、
地
面
に
立
て
な
け
れ

ば
危
険
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数

本
ま
と
め
て
火
を
つ
け
た
り
す
る
と

大
変
危
険
で
す
。

　
　4
近
く
に
水
の
入
っ
た

　
　
バ
ケ
ツ
を
置
く

花
火
の
燃
え
が
ら
を
確
実
に
消
す

に
は
水
が
一
番
で
す
。
そ
の
た
め
に

水
を
は
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
燃

え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ
チ
は
必
ず
こ

の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
紙

く
ず
に
火
が
移
っ
た
と
し
て
も
、
こ

の
水
を
か
け
れ
ば
直
ち
に
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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霞躍辱臥
＿艦血血、ゆ

　もうすぐ、うっとうしい梅雨

空（6月8日に梅雨入り）から、

さんさんと降り注ぐ陽光へと、

季節のバトンタッチが行われま
す。

　7月1日に新潟地方気象台か
ら発表された予報によると、　r

梅雨明けは平年（7月20日）よ

り早く、その後は晴れの暑い日

が多いでしょう」ということで

　
　
　
　
　
　
　
の

7
発
雨
早
多
た
学
通
い

　
　
　
　
　
　
　
し

　学校の夏休みも近づきました。

交通事故や水の事故に注意して、

思いきり夏を味わいましょう。

憂の交通事敵

防鐙運動

・〆謬．磯≡

　　　　　　、

　　　　　’

　　　∠7

保
坂
次
夫
さ
ん

県
体
育
功
労
章
を
受
賞

κく〕ご

働

判
員
な
ど
と
し
て
ご
活
躍
中
で
す
。

　
相
撲
の
よ
さ
を
、
　
「
体
力
の
養
成

ば
か
り
で
な
く
、
礼
に
始
ま
っ
て
礼

に
終
わ
る
こ
と
な
ど
、
精
神
修
養
に

も
打
っ
て
つ
け
で
す
。
相
撲
を
通
じ

て
人
間
関
係
も
広
が
り
ま
し
た
ね
」

と
保
坂
さ
ん
は
目
を
細
く
し
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

癖灘騨麹灘懇馨錦欝灘漁
　鐘纒転

螺繍　霧馳獺一霧髄醸
、醐麹鑛講馨轍雛馨購
P蜷疲灘．嚢綾懸鑛鱒解敬．、嶽

縷鎌灘灘灘一交通の堰繍懸謹

　鐵禦麟逡奪顯．糞通嚢敵鐵菱

溌購雛．覇麟．蜷載籍
職場灘糞難難籔翻鰯灘、
叢繍縢遜懸麹鍵灘鶴鰺『
・叢践隷翼縷灘齪懸蓬灘蓬謙懸．

P擾特藷磯簗逓鐵赦離鎧懸鶴懸

難灘騨鷲購翻
雛蓮鯉蓬燕

嬢鵜羅纈購嫌脇燃
　灘灘轍底』、

＠鞭騨、叢違暴羅運転癖一撮

③議灘欝嚢薄籍載酸鎧

1鐙姜輪灘鰺獲遜蕪雛隣盤　！、

　
保
坂
次
夫
さ
ん
（
沖
立
）
に
、
こ

の
た
び
新
潟
県
体
育
協
会
か
ら
、
体

育
功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
坂
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
相

撲
の
指
導
、
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も笑顔の保坂さん

の
で
す
。

　
主
な
業
績
と
し
て
は
、
昭
和
十
七

年
の
千
手
小
学
校
の
相
撲
指
導
員
を

皮
切
り
に
、
相
撲
を
通
じ
て
青
少
年

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
や
、
五

十
一
年
に
は
全
日
本
実
業
団
、
五
十

三
年
に
は
長
野
国
体
青
年
部
、
そ
し

て
五
十
九
年
に
は
全
国
し
ろ
う
と
大

会
の
監
督
と
し
て
、
そ
の
手
腕
を
発

揮
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
自
身
も
、
草
相
撲
で
は
玉
泉
と

　
　
し
　
こ
　
な

い
う
四
股
名
で
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま

で
取
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
四

段
の
免
状
も
お
持
ち
で
す
。

　
現
在
は
、
新
潟
県
相
撲
連
盟
の
常

任
理
事
や
全
日
本
相
撲
連
盟
公
認
審

喜
寿
の
祝
い

　
　
五
十
三
人
が
出
席

　
町
で
は
、
　
「
喜
寿
の
祝
い
」
を
先

月
二
十
日
に
松
葉
荘
で
行
い
ま
し
た
。

　
該
当
の
方
は
、
明
治
四
十
二
年
生

ま
れ
の
七
十
九
人
（
男
三
十
六
人
、

女
四
十
三
人
）
で
、
こ
の
う
ち
、
五

十
三
人
（
男
二
十
四
人
、
女
二
十
九

人
）
が
出
席
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
、
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
愛
さ
れ
る
年
寄
り
、
尊
敬
さ
れ

る
年
寄
り
と
し
て
、
一
家
を
明
る
く

導
く
と
と
も
に
、
今
ま
で
の
経
験
を

町
発
展
の
た
め
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
。
こ
れ
が
町
長
の
お
祝
い

の
言
葉
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
蓼
纏
鰯

「酒も料理もおいしいです」

ヅ％礎ψ》年も弗弧

　
　
　
今

　
写
真
は
、
高
倉
の
高
橋
栄
一
さ
ん

の
玄
関
の
巣
の
中
で
、
エ
サ
を
待
つ

ツ
バ
メ
の
ヒ
ナ
で
す
。

　
先
月
二
十
日
に
お
じ
や
ま
し
た
と

き
写
し
た
も
の
で
、
前
日
ま
で
は
六

羽
い
た
も
の
が
次
々
と
巣
立
っ
た
と

の
こ
と
で
、
残
り
の
二
羽
も
ま
も
な

く
羽
ば
た
き
ま
す
。

　
家
の
新
築
な
ど
で
、
ツ
バ
メ
の
す

み
か
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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プレハブ校舎での

授業が始まる

上野小学校

　
上
野
小
学
校
は
、
今
年
と
来
年
の

二
か
年
に
わ
た
っ
て
校
舎
を
改
築
し

ま
す
が
、
そ
の
間
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

で
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
二
十
八
日
に
は
、
今
ま
で
親

ブレハブ校舎での第1日

し
ん
で
き
た
校
舎
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
へ
全
員
で
引
っ
越
し
を
し
、
二
十

九
日
か
ら
こ
こ
で
の
授
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
二
十
九
日
は
、
学
校
の
看
板
も
今

ま
で
の
と
こ
ろ
か
ら
体
育
館
の
ほ
う

へ
移
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
校
舎
は
昭
和
三
士
二
年
に

建
て
ら
れ
、
千
百
四
十
人
が
学
び
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
看
板
を
外
し
ま
し
ょ
う
」

と
校
長
先
生
。

看
板
の
取
り
外
し

3分団の大縄跳び

大縄跳びが登場
　　　　千手地区の運動会

　第6回千手地区大運動会（体育振興会主催）

が今月7日に行われました。

　会場は川西中学校のグラウンドを予定してい

たのですが、連日の雨でコンデーションが悪く

なり、総合体育館での大会となりました。

　今回のメーン種目は大縄跳び競争といったと

ころでしょうか。

　中学生以上の男女それぞれ10人ずつがチーム

となっての縄跳びはタイミングが合わず、なか

なか思ったようにはいきませんでした。1回分

としては、1A分団の17回が今回の記録となり

ました。　（2回合計では30回の2分団が1位）

1オっ
；

1し
泡の
‘二

鰻
o●●◎

帰ご‘な●
ゼ
・
∫ ・敷？瓶嘱
　　　甲9・、．．

愛
犬
ロ
ン
は
十
八
歳

中
島
町
関
ロ
吉
雄
さ
ん

　
　
関
口
さ
ん
の
愛
犬
ロ
ン
（
雑
種
）

　
は
十
八
歳
で
あ
る
。
犬
の
年
を
人

　
間
の
年
に
換
算
す
る
と
、
一
歳
の

　
と
き
が
十
八
歳
、
三
歳
で
二
十
七

　
歳
、
十
歳
が
五
十
八
・
五
歳
、
十

　
八
歳
で
は
九
十
四
・
五
歳
に
な
る
。

　
　
家
族
ぐ
る
み
で
愛
情
を
持
っ
て

　
育
て
て
き
た
こ
と
が
長
生
き
に
つ

　
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
で
は
、

　
長
寿
動
物
の
飼
育
者
を
表
彰
し
て

　
い
る
が
、
こ
の
た
び
関
口
さ
ん
に

　
人
と
動
物
の
あ
り
方
の
模
範
と
い

　
う
こ
と
で
こ
の
表
彰
状
を
贈
っ
た
。

　
　
「
ロ
ン
は
、
十
日
町
市
内
に
捨

　
て
ら
れ
て
い
た
の
を
上
の
娘
が
拾

　
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
始
め
の
う

　
ち
は
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
に
入
れ
て

　
勤
め
に
出
る
ほ
ど
の
か
わ
い
が
り

　
よ
う
で
し
た
」

　
　
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
た
こ
と
も
鐙

　
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
「
五
歳
の
こ
ろ
で
し
た
。
目
玉

　
も
動
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
み
ん

｝㎜　㎜㎜｝｝｝　｝～　　　　　　　　　｝　　　　　　　一瞬　　　　　　　需一　　　　　　一昏　　　　　噌肺　　　　　一　｝　　　　　㎝一　　　　一　　『　｝　　『r，『　賢　㎜　　一、　　辱　r　噂飼■　一　『■一一

な
で
な
で
た
り
は
た
い
た
り
し
た

ら
よ
う
や
く
気
が
つ
き
ま
し
た
」

　
容
易
で
な
い
の
は
朝
夕
の
散
歩

で
あ
る
。
雨
の
日
も
風
の
日
も
、

雪
の
日
に
も
休
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
　
「
稲
葉
の
ほ
う
ま
で
往
復
一
キ

ロ
く
ら
い
の
道
の
り
で
す
が
、
両

目
が
白
内
障
に
な
り
、
こ
の
ご
ろ

は
引
っ
張
ら
な
い
と
歩
き
ま
せ
ん
。

食
べ
物
は
家
の
孫
た
ち
の
と
同
じ

よ
う
な
も
の
を
や
っ
て
い
ま
す
」

　
手
柄
と
し
て
は
、
奥
さ
ん
が
落

と
し
た
オ
ー
バ
ー
の
ボ
タ
ン
を
、

家
の
近
く
の
バ
ス
停
か
ら
拾
っ
て

き
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
「
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
牛
乳
を

飲
ま
せ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
長
い

つ
き
あ
い
で
す
か
ら
、
寿
命
が
く

る
ま
で
か
わ
い
が
り
ま
す
」
と
関

口
さ
ん
は
白
髪
の
混
じ
っ
た
ロ
ン

の
頭
を
な
で
た
。

関
ロ
さ
ん
ご
夫
妻
と
ロ
ン
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大麻・けし

見つけたら

すぐ保健所へ

　6月1日から8月31日までの
3か月間、　r不正大麻・けし撲

滅運動」が行われています。

　大麻草（麻）やけしは麻薬の

原料となることから、法律によ

り一般の人が栽培することを禁

じています。

　郡市内では、今までに自然発

生した大麻草が多く見つかって

います。大麻草が生えているの

を見つけたときは、いじらずに

すぐ保健所に知らせてください。

　もし、家の庭や畑などに大麻

草が生えていた場合、その家で

大麻草を栽培していたと見なさ

れることもありますので、ご注

意ください。許可なく大麻草を

栽培したり、野生のものを抜い

て持ち帰ることは、法律で罰せ

られることですので、絶対にや

めましょう。

　保健所では、大麻草とけしに

ついてのパンフレットを公民館

などに配るほか、希望者にもお

分けします。数に限りがありま

すので、お早めに連絡願います。

十日町保健所の電話は、　（57）

2400番です。

大麻

姦
魂

危険物取扱者試験の

　　　受験案内
　消防試験研究センター新潟県

支部では、消防法の規定に基づ

く危険物取扱者試験を次により

実施します。

①試験の種類　乙種第4類、丙

　　　　　種
②試験期日　8月23日（金）

③試験場所　長岡市

④願書の受付期間　7月15日～

　　　　　　7月19日　（願書は

　　　　　十日町地域消防本

　　　　　部と川西分遣所に

　　　　　用意してあります）
⑤受験資格　・乙種第4類一製

　　　　　造所等で危険物の

　　　　　取扱実務経験を6
　　　　　か月以上有する人

　　　　　・丙種一実務経験

　　　　　は問わない

　受験準備講習会
①期日　7月22日～23日
②場所　柏崎市・柏崎エネルギ

　　　　ーホール

③種別乙種
④定員　120人
⑤申込期間　講習開始日の14日

　　　　前から7日前まで

※受講申込書は十日町地域消防

本部に用意してあります。

　
　
　
’

‘／『

植えて

　悪いけし

税に関する

　作文・標語を募集
　国税庁をはじめ国税局、税務

署では、今年も、全国の高校生

からr税に関する作文」を、中

学生からr税に関する標語」を

募集します。受け付けは十日町

税務署でも行います。

◎応募要領

　〔作文〕…高校生

　・1人1編　3，000字以内

　・締め切り　9月5日
　〔標語〕…中学生

　・1人1編
　・締め切り　9月5日

⑳⑦㊦、

一

＿≡

一
マ

≡

信濃川の増水に

　　　　　ご注意

国鉄信濃川発電所

　本格的な夏を迎え、水による

事故が多発する季節となりまし
た。

　国鉄信濃川発電所では、河川

での水難事故防止のため、宮中

取水ダムから小千谷発電所の信

濃川沿岸にダム放流警報用サイ

レン・スピーカーを設置してあ

り、ダムから放流するときには

警報しますので、早めに安全な

場所に退避してください。サイ

レン・スピーカーが聞こえなく

ても、増水してきた場合は退避

するよう願います。

δ

〃

呂

．β　 ．．．　　．』．
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

爽磁塵聾謡謡畿i

　次のようなときは、増水が早

いので十分注意してください。

》台風などによる集中豪雨で河

　川が増水し、ダムから放流す

　るとき

1〉発電所の設備が故障し、調整

池（浅河原）の余水路から放

流するとき

　子供たちだけの川遊びは非常

に危険です。危険なところで遊

んでいたら一声注意して、子供

を水の事故から守りましょう。
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直息
善

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
青
木
良
三
さ
ん
（
川
口
市
）
か
ら
、

　
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一
万
円

＊
小
林
荘
平
さ
ん
（
東
京
・
豊
島
区
）

　
か
、
り
、
広
報
発
行
の
一
助
に
と
一

　
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
高
橋
英
一
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二

　
万
円

＊
高
橋
仁
太
郎
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら

五
万
円

＊
斎
木
喜
一
郎
さ
ん
（
小
脇
）
か
ら

二
万
円

＊
上
村
剛
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万

　
円
＊
中
島
徳
栄
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
二

万
円

＊
退
職
／
六
月
三
十
日
付

▽
小
幡
敏
男
（
地
域
休
養
施
設
調
理

員
）

．
児
玉
正
栄
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

　
レ
コ
ー
ド
盤
（
昭
和
初
期
ご
ろ
か

ら
）
多
数

．
村
山
義
雄
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

俵
編
機
、
滑
車
、
ハ
モ
、
ワ
ラ
押

し
切
り
、
ほ
か

．
小
林
正
治
さ
ん
（
中
仙
田
・
孫
左

　
衛
門
さ
ん
）
か
ら
、
ム
シ
ロ
織
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ

　
一
式
、
ヤ
レ
ギ
、
サ
ッ
コ
、
鍬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ま

柄
、
蛇
の
目
傘
、
茶
釜
、
カ
ン
ジ

　
キ
の
枠
、
ハ
ッ
タ
ン
ド
リ
、
ほ
か

多
数

．
小
林
平
作
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
　
　
そ
で

産
着
、
袖
無
し
、
子
供
用
寝
巻
、

　
　
　
　
か
め

オ
シ
メ
、
亀
の
子
、
ほ
か
多
数

・
星
名
米
太
郎
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
、

イ
ッ
プ
リ
、
田
植
枠
、
四
本
鰍

三
本
鍬
濁
二
連
除
草
機
、
ザ
マ
、

ほ
か

．
渡
辺
正
範
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

ツ
ク
、
ノ
メ
シ
、
ム
シ
ロ
織
の
ヒ
、

サ
ッ
コ

・
小
幡
昇
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、
漆

の
コ
ネ
鉢

・
高
橋
久
蔵
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、

シ
ョ
イ
バ
シ
ゴ
、
ザ
マ
、
石
シ
ョ

イ
カ
ゴ
、
セ
ナ
コ
ー
ジ
（
石
運
搬

用
）

・
星
名
隆
一
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、

小
型
ミ
シ
ン
（
手
動
式
）

・
古
沢
棟
子
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

ハ
ン
ギ
レ
多
数

心
配
ご
と
相
談
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・
7
月
1
7
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
7
月
2
4
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

．
7
月
31
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

晴
内
謬

さ
毘超

　
　
　
－
覧
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、
、
　
　
、

　
　
l
l
亀
、
　
　
魁
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
3
ご
覧
1
、
、

川西中グラウンドで

（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

．
8
月
7
日
．
…
…
・
・
上
野
連
絡
所

．
8
月
1
4
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で

で
す
。
事
前
に
事
務
局
〔
智
（
6
8
）

2
3
0
8
〕
へ
相
談
内
容
を
連
絡
く

だ
さ
い
。

材亭電の　・

　由知らせ

●燃3跳1
4時30盆まで・誓

尾の一部．

＝
尊
．
曹
．
．
．
3
．
甲
一
．
一
嶋
9
．
騨
．
晴
“
．
り
．
．
一
＝
．
』
一
．
印
甲
三
．
．
二
．
ミ
．
り
．
一
．
．
…
・
一
．
．
．
‘
．
一
・
9
一
一
｛
．
．
甲
．
．
｛
一
り
．
．
三
．
．
．
．
騨
一
…
聯
．
．
．
．
・
…
一
一
憎
一
一
｛
．
一
一
｛
…
｛
嚇
9
．
ξ
・
二
｛
一
二
｛
…
一
，
三
…
｛
一
一
｛
一
一
一
｛
一
一
伊
｛
一
畠
一
輌
一
；

第7回川西町

ゲートボール大会

　
第
七
回
川
西
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
先
月
十
八
日
に
川
西
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
全
域
か
ら
一
二
十
六

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
汗
ば
む
ほ
ど
の

日
ざ
し
を
受
け
な
が
ら
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
技
術
と
頭
脳

の

フ
レ
ー
、
そ
れ
に
運
も
複
雑
に
絡
む

ゲ
ー
ム
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も

チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
勝
敗
を
大
き
く
左

右
し
ま
す
。

　
練
習
焼
け
し
た
顔
に
は
、
ボ
ー
ル

が
ゲ
ー
ム
を
通
過
し
て
も
し
な
く
て

　
　
　
　
も
笑
み
が
浮
か
び
ま
す
。

　
　
　
　
苦
笑
い
の
ほ
う
が
い
く
ぶ

響
第1ゲート通過

決勝卜一ナメント

　ー分団寿会A

ん
多
い
よ
う
で
す
が
…
…
。
　
　
　
｛

　
午
前
九
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
ト
ー
一

ナ
メ
ン
ト
に
よ
る
闘
い
は
、
午
後
四
一

時
近
く
ま
で
か
か
っ
て
、
一
分
団
寿
一

会
A
チ
ー
ム
の
優
勝
で
幕
と
な
り
ま
一

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
｝

11　　　　順　　位

　10　1位一分団寿会A
　　　2位伊友老人クラブA
＿　　3位　二分団明朗会A

分　　4位　三分団千寿会B

団　　　5位　山之根長寿会A

寿　　5位喜箇老友会B
ム　　5位　兀町仲よし会B
ゑ
A　　5位一分団寿会C
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714

二
分
団
明
朗
会
A

伊
友
老
人
ク
ラ
ブ
A

10

5

三
分
団
千
寿
会
B

㌔
．
。
｛
．
．
．
．
ご
．
．
．
一
｛
一
．
，
｛
．
．
9
．
．
一
亀
．
一
｛
一
．
．
9
．
｛
．
．
9
．
ξ
｝
三
噂
…
一
一
一
唱
一
一
。
．
一
・
三
｝
三
3
一
一
一
。
。
三
一
三
一
一
．
壷
｛
｝
三
｝
一
㌔
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ガ
ン
予
防
の

　
　
十
二
か
条

　
ガ
ン
が
ど
う
し
て
で
き
る
の
か
、

ま
だ
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ガ
ン
は

日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
八
，
の
と
こ
ろ
ガ
ン
か
ら
身
を
守

る
方
法
は
、
第
一
に
健
康
と
好
ま

し
い
日
常
生
活
を
す
る
こ
と
、
第

二
に
ガ
ン
検
診
を
受
け
る
こ
と
、

第
三
に
疑
わ
し
い
症
状
が
続
い
た

ら
専
門
医
に
診
て
も
ら
う
こ
と
、

　
　
　
こ
の
三
つ
に
尽
き
る
と
い

　
　
　
え
ま
す
。

翻衡囎臨騒
　
日
常
生
活
の
中
で
注
意

を
し
て
ほ
し
い
十
二
か
条

は
、
①
偏
食
を
し
な
い
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

を
と
る
、
②
同
じ
食
品
を

繰
り
返
し
て
食
べ
な
い
、

③
食
べ
過
ぎ
を
避
け
る
、

④深酒をし

な
い
、
度
の

強
い
酒
を
ス
ト
レ
ー
ト
で

飲
ま
な
い
、
⑤
た
ば
こ
は

少
な
く
す
る
、
⑥
適
量
の

ビ
タ
ミ
ン
A
、
C
、
E
と

繊
維
質
の
も
の
を
と
る
よ

う
に
す
る
、
⑦
塩
辛
い
も

の
を
た
く
さ
ん
食
べ
な
い
、

／l

　　ハ
裟、

勤

、、

熱
い
も
の
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
す

る
、
⑧
ひ
ど
く
焦
げ
た
も
の
は
食

べ
な
い
、
⑨
カ
ビ
の
生
え
た
も
の

は
食
べ
な
い
、
⑩
過
度
に
日
光
に

当
た
ら
な
い
、
⑪
過
労
を
避
け
る
、

⑫
体
は
清
潔
に
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
十
二
か
条
は
、
統
計
の

デ
ー
タ
か
ら
と
ガ
ン
の
実
験
的
な

研
究
の
結
果
か
ら
出
て
い
ま
す
。

①
か
ら
⑧
ま
で
は
食
生
活
、
⑨
か

ら
⑫
ま
で
は
発
ガ
ン
物
質
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
あ
ま
り
極
端
に
は
考

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

ワ
ラ
ビ
に
発
ガ
ン
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
絶
対
に
食
べ
ら
れ
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
目
ご
ろ
か
ら
「
十
二
か
条
」
を

守
る
こ
と
が
、
ガ
ン
の
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

膿
鉢
膿
犠
名
葛
犠
骸
蒙
葛
骸

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
接
膿
曝
毎
骸
骸
犠
蟄
葛
骸
骸
葛
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大小灰局　さ　　彦怠　み美み子こ美み介再子ヨ
塚林野橋・一
し　　一　富賢隆久正一光ゴ和巷、」　治＿　夫雄夫國

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
え
　
り
　
こ

太
田
恵
利
子
　
幸
夫
　
二
女
　
田
中
町

、

∠
／
　
．

　
　
賀

　
∴
●

　
り
　
∫
　
の 輿

。
　
．

　
　
．
・
●

　
　
’

　
　
　
9

．
．
．
曜
風
．

小
わ
に
レ

　
　
　
岬
壇

　
太
田
白
南
風
選

赤
谷
小
川
　
　
秀

◎
裸
子
の
裸
の
父
に
抱
か
れ
来
し

◎
夏
草
に
汗
の
野
良
着
を
広
げ
干
し

夏
草
の
刈
り
散
ら
ば
り
し
機
械
刈
り

湧
水
の
水
輪
に
草
の
ゆ
れ
て
を
り

瀟
嬬
恭
操

（
◎
◎
雛
麟
鐡

（
総
蜘
め
編

（
◎
◎
鱗
麟
報

長
女
岩
瀬

二
男
発
電
所
通
東

三
女
赤
谷

二
女
E
野

長
女
中
仙
田

長
女
新
町
新
田

長
男
中
島
町

赤
谷

柏
崎
市
か
ら

中
仙
田

東
京
都
か
ら

赤
谷

＋
H
町
市
か
ら

大
白
倉

小
千
谷
市
か
ら

　
人
住
ま
ぬ
庭
に
蚊
柱
や
ぶ
深
き

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

◎
紫
陽
花
に
母
の
忌
日
の
近
ま
り
し

　
紫
陽
花
の
毬
の
重
た
く
地
に
ふ
る
る

　
除
草
機
の
一
歩
々
々
の
力
か
な

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

◎
五
月
雨
の
村
へ
富
山
の
薬
売
り

　
衣
替
し
て
軽
や
か
に
若
や
ぎ
し

　
草
い
き
れ
し
て
旧
道
の
昼
ド
り

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

五
月
雨
の
警
戒
水
位
ま
だ
続
き
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無裂灘燭，襲

（
総
齢
靴

（
繍
灘

霧
梛
纏

（
◎
◎
繍
鷺
蜘

　純恵　弘行
恵一子弘美雄

（
◎

◎
雛
糠
、
．
乳

霜
条

埼
王
県
か
ら

小
脇

長
野
県
か
ら

上
野
坪
山
か
ら

中
仙
田

＋
日
町
市
か
ら

中
仙
田

＋
日
町
市
か
ら

紫
陽
花
や
梅
雨
の
晴
問
の
草
を
引
く

万
緑
の
中
に
卯
の
花
う
す
紅
く

　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

は
ち
切
れ
し
如
く
巧
薬
咲
き
初
む
る

影
の
な
き
木
立
の
茂
り
梅
雨
曇
り

　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
雄

村
守
り
て
残
り
し
家
や
栗
の
花

旧
道
の
荒
る
・
ば
か
り
に
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

家
中
を
開
け
放
し
た
る
梅
雨
の
晴
れ

束
の
問
の
梅
雨
の
晴
れ
問
の
う
す
寒
き


